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2025年5月～11月

市内各所

11回（予定を含む）／のべ285名参加

【セミナーの内容】

・「避難所」をテーマに、防災を考えるセミナー。

・PowerPoint、避難所平面図、課題解決シートを中心に、避難所で起こるであろう

課題（十数問）を、グループで解決していくゲーム。

■ ねらい

・町会を単位とした共助力の再生と、行政・地域・NPOが協働して地域防災力を高めるモデル

づくりをめざす。

・近年の自然災害の増加、町会で求められるコミュニティ、企業に求められるBCP、防災訓練

の形骸化などを、意識・復活・創生していこうとする。

■ 解決策：避難所シミュレーション

カードゲーム形式で楽しく学びながら、課題発見力・判断力・協働力を養う。

■ 研修の流れ

1.導入（背景説明・ルール解説）

2.避難所シミュレーション実施

3.振り返り・ディスカッション

【効果】

• 町会のコミュニティ復活による「顔の見える共助」の再生。

• 行政やNPO法人と町会の協働体制の確立。

• 市民参加型防災プログラムの継続・定着化。

• コロナ禍で分断された地域のつながりを、再び“語り・支え合う場”として再構築。

• 何かあったら行政やろ！という公助に頼る考えを、公助→共助に市民の認識を変える。

【参加者の感想】

⚫能登の震災以降、自分が被災者となったらと考える機会が多かった為、ゲームで避難所の課

題に向き合えてよかった。とても興味深く最後までゲーム体験ができて良かったです。

⚫イラストやマークで指示が分かりやすかったです。１分で配置場所を決める時は、あっとい

う間に感じました。

⚫考えたことがなかったので新鮮だった。万が一というように思考がグッと被災したイメージ

でき、より知りたくなり、ぜひ続きが欲しいです。ゲーム後のフリートークも良かった。

⚫いろいろな気づきがあり、避難所のスタッフという設定で一つひとつ話し合う時間が５分な

どとされていたのも現実的でよかった。避難所のことなど、もっと知りたくなった。

⚫むずかしいと思っていましたが、面白くてわかりやすかったです。話し合いの時、時間が足

りない設問とアイデアが出ず時間が余る設問があったので、ちょっとヒントが得られるといい

なと思いまいした。（着眼点・ポイントなど）

⚫避難所シミュレーションに興味があり、今回きました。グループワークということも想像し

ていました。皆の中に入れるか不安でしたが、とても心地よい場だったので助かりました。ま

た参加したいと思いました。

⚫ワークライフバランス北陸の活動としての意義目的が伝わりやすく、最後の伝えたいことも

明確になっていると感じました。

防災セミナー「避難所シミュレーション0101」
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記入日　：　令和７年11月18日

令和７年度協働のまちづくりチャレンジ事業　中間活動報告 03

ワークライフバランス北陸として所感

①「共助の実践」＝住民が主体的に動き出している

本セミナーは、町会・公民館・NPO・行政が連携して実施できた取り組みでした。

開始前は「公助に頼るしかない」という声も多く聞かれましたが、進行が進むにつれ、参加者の皆さんが

「自助・共助の大切さ」 に気づき始めました。

特に、避難所運営を自分たちで体験することで、「地域で話し合うことが大事なんだ」

「私たちにもできることがある」という“自分ごと化”が自然と進み、テーブルごとの対話も活発になりました。

結果として、参加者同士が互いの考えを尊重しながら、前向きな話し合いを行い、地域の中にある

“共助の芽”が少しずつ形になりはじめています。

② 「再現性のある仕組み」＝他地区にも広げられる

今回の取り組みでは、プログラム全体の構成や進行方法を見直し、パワーポイント資料やカード教材、

さらには進行台本にも改善を加えてきました。

その結果、どの地区でも同じ品質で実施できる“再現性のある形”に近づいています。

特に、参加者の反応や進行時の課題点を一つひとつ振り返りながら、

説明スライドの改善/カード教材の内容調整/進行手順の統一/テーブルファシリテーター向けの確認事項の整備

などを進めたことで、一地区で得た成功体験を、次の地区でも確実に再現できる状態が整いつつあります。

これにより、「一地区の成功を、次の地区へ広げていく」ための土台ができました。

今後は、今回の学びを活かしながら、来年度以降に他地区での実施を順次進め、地域全体に

“共助の輪”を広げていくことを目指しています。

③ 「あたたかいまちづくりへの貢献」

本事業は、防災を“やさしく・あたたかく”伝えることを大切にしながら、地域のコミュニティ（つながり）を

再生する取り組みとして、着実に広がりを見せています。

独自のキャッチコピー 「防災を、やさしく。共助を、あたたかく。」 とロゴマークを作成し、プログラムの

理念をよりわかりやすく、親しみを持って伝えられるようになりました。

ひとえに「チャレンジ事業」のおかげで、できたロゴマークが、いい影響を方々にもたらしたくれました。

また、避難所シミュレーションの枠をこえて、地域のつながりを再構築する活動にも発展しています。

たとえば、災害時の炊き出しを地域行事と組み合わせた BBQ・芋煮会型の炊き出し演習、

子どもも高齢者も参加しやすい防災運動会の企画など、楽しさと防災を両立した新しい試みが

生まれています。

これらの取り組みは、行政・地域・NPOがそれぞれの役割を活かしながら協力し合う

“協働のかたち” が少しずつ形になっている証でもあります。

今後も、地域のあたたかさと共助の力を育てる活動として、まち全体の防災力向上に

貢献していきたいと考えています。



避難所シミュレーション0101
～地域や組織のコミュニケーションのきっかけを提供します～

いざという時に発揮するコミュニケーション

〒920-0022 金沢市北安江2-11-30
wlb.hokuriku@gmail.com
tel(076)256-1937 fax(076)256-1938

2024年に起きた地震と水害、当法人でも被災した人がいます。
その経験や、見聞きしたことを無駄にしないために「そのとき」に備える事の大切さを、
「もしもの時」に重要になってくることを、被災体験から伝えます。
また、希薄化する地域コミュニティ、組織内のコミュニケーションを再構築・活性化
しておかないと、いざという時に機能しません。自助のためにできること、考えられる

ことを、平時にやっておく意味はあると思い、実施いたします。
私たちの被災体験を、みなさまにシミュレーション（疑似体験）をしていただき、
地域コミュニティを作っていく、きっかけにしてもらえれば幸いです。

2025.04 商標登録出願中

最少遂行

人数

8名～10名

所要時間

90-120分

当法人がこの事業に取り組むわけ 具体的には

期待できる効果02（進め方を工夫します）期待できる効果01

石川県人だから伝えることがあると思います。

断水・停電、家が壊れ、避難をされる方が多くいました。

私たちはこの経験を伝えることが、使命だと思います。

「訓練や備え」の大切さをシミュレーションで経験することを

主目的とし、当法人がもっとも得意とするコミュニケーション

を副次的な目的として、二本柱で取り組みます。

「避難所シミュレーション」は➀避難経路・備蓄物資

防災訓練の見直しなどを「目的」としますが、それと同時に

本当の目的は「コミュニティ」再生のきっかけの提供です。

②コミュニケーション、ファシリテーションも同時に身に着け

「もしもの時」に自然と助け合いができる態勢を整えます。

○コミュニケーションの促進

○コミュニティの活性化

○リーダーシップ

○ファシリテーション

○チームビルディング

○コンフリクトマネジメント

○防災訓練/避難訓練の見直し

○避難経路のシミュレーション

○自主防災組織の再検討

○備蓄品（倉庫）の点検

○避難所の運営シミュレーション

＜並木民主会・防災セミナー 第1弾＞
◆日程／8月10日（日）
◆時間／13:30-15:30
◆場所／金沢市中央消防署味噌蔵出張所
（兼六園下・裁判所近く）



（シミュレーション・ゲーム＆ディスカッション）ながれ

この事業は令和7年度金沢市協働のまちづくりの委託を受け実施しています。

●ゲームの目的（NPO法人として）

●過去の避難所写真

●ゲームの説明

●役割決め（リーダー・書記）

●体験ゲーム「避難所シミュレーション0101」

●シェアタイム-解説-振り返り①②-チーム発表

●まとめ

（※90分～120分） NPO法人ワークライフバランス北陸

〒920-0022 金沢市北安江2-11-30

wlb.hokuriku@gmail.com

tel(076)256-1937fax(076)256-1938

〈視覚障害者〉視覚障害を持つ人が避難してきました。何に配慮したらよいでしょうか?

〈食糧の管理/分配〉水や食料などの救援物資がたくさん届きました。保管場所と配布ルールを考えてください。

〈給水車〉給水車２台が到着しました。設置場所を伝える必要があります。給水車の場所を決めてください。

〈仮設トイレ〉避難者数200人（女性150／男性50）に対し最低限何台必要？設置場所は？

〈外国人対応〉避難している外国人が言葉がわからず困っています。コミュニケーションを取るには、どうしたらよいでしょうか？

〈感染症〉感染症（コロナ等）の避難者が来ました。なにに配慮をしたらよいでしょうか？

〈炊き出し〉炊き出しをしたいと申し出がありました。敷地内の場所をどこにするか決めてください。

※30種類以上をそろえています。「期待できる効果的01/02」に応じてセットします。基本セットは15枚～18枚です。

課題カード 避難所 平面図

＜課題カード 抜粋＞

普段からコミュニケーションを取っておかないと、

いざという時に「手伝って」とは言えません。




